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１．研究計画の概要 
 
 バイオエタノールの原料とする糖とデン
プンの生産性に関して，ヤシ科植物を種ごと
に調べ，その生産能力を再評価する．溢泌液
から採る糖に関しては時期ごとにその生産
力を明らかにし，また，それぞれから得られ
る糖の成分を把握する．デンプンに関しては
質に関連した調査もする．現在栽培されてい
るココヤシとサトウヤシ，サゴヤシを中心に
幾つかのヤシ科作物について調査，解析する．
また，未利用資源の開発の意味で，広大な湿
地に自生するニッパヤシの糖生産力に関し
て調査する．さらに，バイオアルコールの原
料として，将来，植物体全体を利用する可能
性も考え，ヤシ科植物の生長を把握し，単位
期間当たりのバイオマス生産力に関して，主
にサゴヤシについて解析する． 
 
２．研究の進捗状況 
（１）海外調査．期間と調査地，調査内容． 
①2008 年 7 月 3 日～7 月 14 日 
 マレーシア：クチン・ムカ，ニッパヤシ

の糖生産力に関する調査とサンプリン
グ．サゴヤシの生育調査とデンプン生
産に関する調査 

②2008 年 12 月 9 日～12 月 19 日 
 マレーシア：クチン・ムカ，ニッパヤシ

の生育状況と糖生産力に関する調査，
及びサンプリング．サゴヤシの生育調
査とデンプン生産に関する調査 

③2009 年 8 月 23 日～9 月 4 日 
 シンガポール，植物園で糖やデンプンを

採るヤシ類の調査 
マレーシア：クチン・ムカ，ニッパヤシ
の生育状況と糖生産力に関する調査，

及びサンプリング．サゴヤシの生育調
査とデンプン生産に関する調査 

④2010 年 6 月 25 日～7 月 8 日 
マレーシア：クチン・ムカ，ニッパヤシ
の生育状況と糖生産力に関する調査，
及びサンプリング．サゴヤシの生育調
査とデンプン生産に関する調査 

⑤2010 年 10 月 20 日～10 月 26 日 
 インドネシア：ジョグジャカルタ・デン

パサール，サトウヤシ，ココヤシ，パ
ルミラヤシからの糖のサンプリングと
糖生産に関しての情報収集 

（２）国内では，サンプルの形態的観察と
分析，データ解析とまとめ． 

 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 栽培されているココヤシとサトウヤシ，パ
ルミラヤシにおいて，糖の生産力と糖を採る
ための花房からの採液方法を調べた結果，樹
1 本当たりの糖生産力は非常に高いものがあ
るが，花房の着く高所からの採液には手間が
かかり，コストはサトウキビからの糖よりも
遙かに高くなることが推測された．従って，
これらのヤシは，バイオエタノール原料作物
としては，現時点では不適と考えられた．ま
た，ニッパヤシにおいても同様の調査をした
が，野生の状態で利用するには，マングロー
ブ林に自生するため足場が悪いなど，やはり
採液にはコストがかかることが推測された．
したがって，バイオエタノール原料としてヤ
シ科作物を利用するには，デンプンを採るの
が最も現実的と考えられた．  
 
４．今後の研究の推進方策 
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（１）糖を採る位置が低く，足場さえしっか
りしていれば採液コストを減らすことが出
来ると考えられる野生のニッパヤシを，栽培
化できるものかどうかの判断をするために，
その生育状況を調べる． 
（２）デンプンを採るサゴヤシの生長とその
管理法を調べ，生産力と生産コストを考える．  
（３）糖を生産できるヤシを整理し，ヤシの
糖の生産力と生育状況をまとめる． 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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